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本校高校 2年時に設定されている総合的な学習「ゼミナーノレj は少人数選択型の学習である。美術科では、

その利点を生かし、ここ数年は、「バーチャル美制強官を造るj としづ講座名のもと、選択生徒が各々主題を設定

し、プレゼンテーションツーノレによって画像による展覧会を企画制作するとしづ学習を展開している。「ゼ、ミナ

ールj は年 7回程度の開講に限られるため、基礎知識、考え方を学ぶ場とし、 6回の講義、演習、見学等と最

終作品発表会 l回で展開している。そのうちの l回として、「美令I'r解剖学概説・演習Jと題した講義・演習を行

っている。美令I'r解剖j学とはどのような学問なのか、またその発達の経緯を概説。美術史上比較的有名な作品を

例に、「まことしやかなうそJを解説。解析をする題材として「キリストの燦那(イーゼンハイム祭壇画・アン

トニウス会修道院)Jを設定している。美税務手剖学という、特殊で専門的な学問を切り口としながら、名画とさ

れる絵画に潜む「ウソj を発見しその背景を考察するとともに、自らの身体の構造や動きにも思いを巡らすこ

とを目途としている。通り一遍の鑑賞にとどまらず、教科横断的な要素を取り込もうとする試みである。この

ことは、その教科性から美術科が主体となって行うが、技術・芸術科全体の支援を受けて進めてゆく。美術科

に限らない様々な要素・解決方法を教科プロジ、ェクトとして集積し、ひとつの教科経営的ノウハウとして明ら

かにしたい。

キーワード:総合学習美術美術解剖学発表能力芸術支援

1 はじめに

本年度、美術科においては、少人数選択型総合学習

の高校2年ゼ、ミナール美術講座において、 fバーチャル

美制強官を造るJとして、計7回の講義、演習、見学等

を行った。そのうちの 1自分を、「美弥子解剖j学入門Jと

して、講義及び演習を実施した。

本稿では、鑑賞教育の一つの形としての「美術解剖学

入門j の実践とその成果を中心に報告する。

2 r美術Jの現状と、鑑賞教育

高等学校の「芸術J (美術)において、学習指導要

領では、 1，II， III，ともに、その内容を、 A r表現j

B r鑑賞j とし、鑑賞を表現と並んで一つの大きな柱

と位置づけている。しかし、実際の教育現場では、多

くの時間を「表現j にさき、結果として「鑑賞j がど

れだけの重きを持って行われているかというと疑問で

ある。もちろん、研究会などで、非常にすばらしい実

践の例を見聞きすることも多いが、裏返せば、鑑賞の

よりよい授業をすることが難しいということでもあろ

う。これは、教える教師の知識や認識の格差によると

ころもあるが、少ない授業時数の中で、生徒が制作に

費やせる時間をできる限り確保したいという事情もあ

ろう。その結果、鑑賞が脇に追いやられてしまうとい

うことになる。本校では、高校 1年次に「美術 1J ， 

高校2年次に「美術IIJを週あたり 2時間で「音楽j、

「工芸j 、 「書道Jと共に必修選択の形で設定してお

り、たてまえ上、年間 35週授業があることになって

いるが、実際は、行事等と重なることにより、年間 2

8逓分程度実施できるか否かというのが現実である。

生徒の制作への欲求も考えると、どうしても「表現j

が時間の多くを占め、 f鑑賞Jがおろそかになってし

まう。またその内容も、おのずとトヒ。ツクス的なもの
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となり、本来、美術史の大きな流れの中で取り上げる

べきものが、その場限りの内容になってしまうことが

多い。生徒の現実の生活との接点を持った鑑賞の学習

となると更に難しい。どの美術教育の現場においても、

様々な工夫がなされているかとは思われるが、美術そ

のものの時間数の少なさを嘆くことが多いのではない

だろうか。

平成 10年度施行の学習指導要領では、高等学校に

おいても「総合的な学習j が必修となり、新学習指導

要領においても継続され、各々の学校現場では苦労し

ながら実施しているのが現状であろう。前回の指導要

領改定の際、本校でも、様々な検討の末、それまで教

科時間外で、行っていた学習活動を中心に各学年 1単位

ずつを設定した。その際、高等学校2年次では、生徒

の選択制による少人数対象の講座を複数開設する形を

取り、名称を「ゼミナーノレj とした。 r美術Jもそこ

に1講座開設したのである。本校は、中高一貫校であ

るが、小規模校で、あり、美術の専任教員は 1名である。

もう 1名の非常勤講師と共に、高校3年を除く 5学年

分の美術を担当している。各々の専門性を生かして、

学期毎に担当学年を変えるなどしている関係で、専任

が4学年を担当することになり その負担は小さくは

ない。更にそれに加えて総合学習をも担当することは、

実際大変ではある。しかし美術は、中学校、高等学校

ともに元々各学年の配当時数が少なく、総合学習の時

間を積極的に引き受けることにより、少しでも正規の

教科の授業で足りない部分をネ齢、たいと考えている。

そうした観点から、中学3年次に設定している総合学

習「テーマ学習Jを週あたり各 1時間担当している。

総合学習を教科としてし1かに活用するかということ

が、重要であると考えている。

「ゼミナーノレJは、生徒の希望選択による、少人数

の学習であり、本来の「美術Jの授業とは異なる。そ

のねらいと展開について、生徒向けの案内資料に「芸

術(美術)を学問的に探求するための端緒をつかむこ

と、また、美術作品そのものや美術を取り巻く様々な

事象を、見、開き、調べたうえで、考える力を身につ

けることを毘指す。ゼミでは、様々な切り口で講義、

演習、見学等を行う。 j とした。新学習指導要領への

改訂によれば、高等学校の「美術j は、

(ア) r美術 1Jにおいては，芸術としての美術へ

の関心や理解を高めるとともに，我が国の美術や文化

についての学習を重視し，美術文化に関する鑑賞が充

実して行われるようにする。また，鑑賞に充てる授業

時数を十分確保するようにする。

(イ) r美術IIJにおいては，豊かな美的体験を通

して実感をもって美術についての理解を深めるととも

に，個性を生かした創造的な美術の活動をしていくた

めの資質や能力を高める。そのため，現行では表現領

域の各分野と鑑賞領域のいずれかを選択して学習でき

ることとしているが，表現領域のいずれか一つ以上の

分野と鑑賞領域を学習するようにする。

となっており、ますます緩衝領域の重要性が強調され

ている。当然のことであるが、我々美術の教員は美術

の専門家を育てることを自標としているわけではな

い。もちろん結果として、高校での美術の授業の影響

を受けてその方面へ進む生徒がでてくることは、教師

にとってうれしいことではあるが、そのようなケース

は、決して多くはないであろう。本校では、皆無に近

いのが実状である。中等教育としての「美術Jにとっ

て、このことは指導要領の目標に照らしても、特段に

憂慮、すべきことではなし1かもしれない。しかし、生徒

の将来進む方向の選択肢を広げる努力は積極的に行っ

ても良いのではないだろうか。生徒にとって、 「美術j

と結びついた将来の道というと、画家、彫刻家、デザ

イナ一等、制作する立場はすぐに想定できるが、美術

作品や造形活動に対し、鑑賞者の立場から関わる立場

もあるのだ、ということを知らせることも重要である。

また、生徒が実際に研究者やアートジャーナリストな

どの道に進まなかったとしても、美術作品そのものや

美術を取り巻く環境に対し、考え、判断する力を身に

つけ、何らかの形で社会的な側面から美術と関わる姿

勢を育むことができればよいと考えている。現在の社

会のシステムの中では、職業としての社会に対する関

わり方は、現実には大学を選択する時点で大きな方向

性が定まってしまうことが多い。芸術とは直接関わり

のない方向、たとえば文科系の学部に進み、卒業後に

企業人となったときのメセナ活動への姿勢、行政の立

場に身を量くことになったときの文化行政の考え方

等々、中等教育段階における「芸術j の影響力は、高

等教育におけるそれよりも得てして大きい場合があ

る。その意味でも、少なくとも、単に消費者の立場で

しか美術と関わることができない人間に育てたくはな

いと思う。

上に述べたようなねらいを持って総合学習「ゼミナ

ールJ~こ取り組んでいるが、最終的には、小回りの利

く少人数対象の授業で得た指導内容、方法を、正規の

授業の中に無理のない形で取り込んでゆき、「ねらしリ

とするところを広げてゆくことが今後の課題であると

考えている。本稿では、 fゼミナーノレj における実践
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を紹介することにより、多面的な鑑賞教育の在り方を

提示したい。

3 授業実践報告

3. 1 r美術科・高2ゼミナール」年間学習計画

・第 1回 6/15 3，4時間自「講義j

テーマ「バーチャル美術館J制作の進め方

本講座の生徒の制作課題である、「バーチヤノレ美術

館Jの制作の進め方について、過去の生徒作品を紹介

しながら理解させる。

テーマ f西洋美術史概説J

ギリシャ・ローマ時代から印象派に至るまでの西洋

美術の流れを概観する。美術を含む文化、精神の変遷

を、政治、経済、宗教とのかかわりで考える。

・第2自 6/29 3，4時間目 f講義j

テーマ 「現代芸術における主題とはj

印象派以降現在に至るまでの美術の流れを概説、特

に 1960年代以降の日本の現代美術やアートプロジェ

クト、アートイベントとその関連記事、作家や批評家

の文章を紹介。(紹介事例、資料)

村上隆氏、ヤノベケンジ氏の作品と文章、中ザワヒ

デキ氏の現代美術分析、宮島達男氏の LED作品と柿

の木プロジェクト、他現代作家の作品

テーマ 「美術館のこれから・・その使命と今後のあ

り方」

全国の公立美併殺官の現状について、特にバブル期の

箱モノ行政による美併殺宮を含めた文化施設の乱立と、

行財政改革による文化関係予算の縮小、民間移行も含

めた経済的告立への模索などの現状についての概説。

(紹介事例、資料)

京都思立博物館「スター・ウォーズ展j・東京都現代

美割強宮「ハウルの動く城展j・金沢21世紀美制強宮の取

り組みなど

・第2回 7/10 午後2時"'-'4時「見学j

東京都現代美術館の常設展見学、および学芸員との

質疑応答、協議、

[夏季休業中に「アートライタ一大賞j の応募原稿を

書く]

・第3回 9/21 1， 2時間目「講義j

テーマ 「美術・文化と宗教J r西洋美術史・・キ

リスト教と美術・西洋美術に見る人体表現j 世

界の主たる宗教の基本理念をふまえ、偶像崇拝につい

て考える。

ギリシャ・ローマ時代から印象派に至るまでの西洋

美術の流れを主に人体表現について、キリスト教との

関わりをふまえて考察する。キリスト教の理念と科学

の発達との関係についても考える。

(紹介事例、資料)

仏像彫刻、ギリシャ彫刻、ゴシック柱像彫刻、ダピ

デ像、イスラム絵画、ヒンズー絵画、キリスト教絵画

他。

・第4回 10105 3， 4時間自 「講義J

テーマ 「日本・東洋絵画Jr仏教と仏像・密教の世界

観j

日本の伝統的な絵画の多様な形態を紹介するととも

に、中国の絵画との関係を理解させる。

仏教の出現、ブッダ(シッダルータ)の誕生から仏

像造像までの流れを概説、日本に伝播した後の密教の

世界観を詳説する。その世界観の表出としての仏像彫

刻について理解させ、美術品としてだけでなく、信仰

の対象としての造形物の見方を実感させる。

(紹介事例、資料)

襖絵、扉風絵、絵巻物、日本画等々

西村公朝氏「仏の世界観j、東大寺大仏の蓮台、憂陀

羅図、仏像彫刻数点

・第5回仏)11/16 2，3，4時間自

テーマ f美術解剖学入門j

・「講義j

美令w解部学とはどのような学問なのか、またその発

達の経緯を概説。美術史上比較的有名な作品を例に、

「まことしやかなうそj を解説。

• r演習j

解析をする題材として「キリストの礁刑(イーゼ、ン

ノ¥イム祭壇画・アントニウス会修道院)J部分、グリュ

ーネヴアルト作 1511""'1515頃制作、ウンターリンデ

ン美令!諸官(コノレマール、フランス)を設定する。画家

及び作品について、時代背景も含めて概説する。

ワークシートとカラープリントを元にまず個人で解

析してみる。

個人の解析を発表する。

発表をまとめ、それを検証するために画中のキリス

トと向じポーズを生徒の代表がしてみた画像と、グリ

ューネヴアルトの傑刑図とを比較検討する。

詳細は後記参照・・・ 璽学習指導案

・第6回 1/18

テーマ fバーチャル美術館最終発表j

生徒が各自のテーマに基づいて制作した「バーチャ

ル美材諸島の発表会を行い、互いに鑑賞、評価、質疑

応答をする。
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-第 7回 1125 午後 1時"'3時 「講演j

テーマ「日本・東洋美術史・-絵巻をジェンダー的視

点から見るj

恵泉女子大学・稲本万里子先生より、源氏物語絵巻

をジェンダー的視点から解析していただく。(講義内容

の詳細は未定)事前学習として 12月中旬に本校の国

語(古典)の教員により、源氏物語絵巻の概説をして

おく。 1，2時間自

テーマ「卒業研究に向けてJ

. r個人指導j

卒業テーマ研究に向けて、個人の研究テーマの立て

方についての示唆の後、各個人と面談形式で指導を行

つ。

3.2年間通じての生徒の活動と反応

美術ゼミ選択者は本年度 14名(昨年度は 15名)

と少人数で、かつ希望して選択してきた生徒達である

ため、かなり掘り下げた内容の学習が可能である。ま

た、授業時間の変更などにも柔軟に対応できるため、

通常の授業では困難な校外での学習活動が行える。教

室における座学では、生徒個人との細かいやりとりが

でき、個々人の興味関心の方向性なども把握すること

ができる。校外の美争|枝容などの見学においても、少人

数のため、学芸員の方の話が間近で開け、第2回の東

京都現代美体?館の見学では積極的に質問する生徒もい

た。

3.3学習指導案

1， 日時 1 1月 16自 2，3，4時間目

2，対象学級 高校2年ゼミナール「美術j選択者 14

名

3，題材名 「美争"j解剖j学入門J

4，指導目標

・美林清宇宙j学の概説講義、簡単なワークをもとに対

象絵画を客観的に解析できるようにする

・単なる画像上の解析にとどまらず、美術史の大き

な流れの中で、自分たちの解析結果を考えるようにす

る

-キリスト教の信仰、布教、とし、う観点を押さえて

解析結果を分析できるようにする

・学問としての美令jff解部学の深さを理解し、美術に

関わる切り口が多方面にわたることを知る

5，準備

指導者 パワーポイント映像資料、カラープリン

ト画像、ワークシート用紙

6，指導計画

待
関 学 習 活 動 指導上の留意点

-本時の流れを確認する

. r美や"j解剖j学Jの歴史、

学問としての位置づけを

理解する

・し、くつかのテーマにつ

いて各々、実例を示しな

がら概説する(プロポー

ション、差異、各部位の

表現等々)

-本格的な解析の前に簡 I.4枚の絵画を示

単な解析のワークを行|し、まことしやか

う iなウソを見出させ

導
入
却
分

展
開
①
初
ハ
刀

展
開
②
鉛
ハ
刀

-わかりやすくか

っ多様な例を準備

する

る

-画家グリューネヴアノレ I.時代背景、美術

トと「キリストの探刑|史上の位霊づけも

図Jについて、美術史上 i含め確認する

の事実について確認す

る

-先入観を持たず

・パワーポイント編集に|に比較、解析でき

よる資料で「キリストの|るようにする

傑刑図j とモデル画像を

比較検討する

展

開

③

50 

分

-プロジェクタ画

・解析結果をまとめる l像で解析を進めな

がら結果を個人の

・解析した結果をもと iワークシートに書

に、画家の知識、技量、 |き込んでゆくよう

意図などを考察する iにする

-美術史の大きな

・他の画家の手になる|流れの中で、自分

探刑図と比較してみる |たちの解析結果を

考えるようにする

-信仰の対象とし

ての絵画の位置づ

けを理解する

・本時の内容を振り返る I.本時のねらいが

理解できるように

する

ま
と
め

m
分

つムQJ
 



7，評価

・美令I-y解部学の概説講義 簡単なワークをもとに対象

絵画を客観的に解析できたか

-単なる画像上の解析にとどまらず、美術史の大きな

流れの中で、自分たちの解析結果を考えられたか

・キリスト教の信仰、布教、という観点を押さえて解

析結果を分析できたか

-学問としての美令I-y解剖学の深さを理解し、美術に関

わる切り口が多方面にわたることを知ることができた

か

4 成果と課題

鑑賞教育は、生徒が興味関心を持ち、かっ深く探究

できるような切り口が必要である。いわゆる美術史に

おける運動や流派の観点や、作家個人からの切り口な

ど、多々工夫がされている。本稿は、そのような試み

のーっとして、 「美争I-y解剖学j からの視点を鑑賞教育

に取り込んだ実践例とした報告させていただいたもの

である。

本ゼミ選択生徒の美術に対する興味関心度は高く、

関連する知識もある程度備えており、難解な内容も理

解しているようである。しかし、知識があるあまり、

机上の論理、概念的な思考のみに陥る危険性もあり、

し1かに真実に基づいた判断力を養っていけるかが課題

であろう。美併殺宮などで、可能な限り本物にふれる。

テーマに即して学芸員や大学の先生などの専門家の話

を註接関く。想定することは簡単であるが、実際にゼ

ミ全体の指導計画の中に最良の形で組み込んでゆくこ

とはかなり大変である。最近の公立美令w館は学校向け

のプログラムを用意しているところが多い。とりあえ

ずはそれに乗る形で始めるのも一つの方法である。ま

た、本校は芸術学群を持つ筑波大学の附属で、あり、そ

のメリットを生かしてゆきたい。個人的なっても含め、

あらゆるパイプを活用して授業に還元してゆくことが

必要である。

今後は、通常の美術の授業にこの内容をし、かにおろ

してゆくかが課題である。対象となる人数も、時間数

も違い、 「表現j とのバランスも考える必要はあるが、

決して無理なことではないと考えている。

ゼ、ミに関しては、教師も勉強しながらの講座である

が、レポートを見ると成果が得られていると考えてい

る。指導方法等を改善して今後に望みたい。

今回は、美令I-y解剖学という、特殊で専門的な学問を

切り口としながら、名画とされる絵癌に潜む「ウソj

を発見しその背景を考察するとともに、自らの身体の

構造や動きにも患いを巡らすことを昌途としており、

通り一遍の鑑賞にとどまらず、教科横断的な要素を取

り込もうとする試みで、あった。このことは、その教科

性から美術科が主体となって行ったが、向時に技術・

芸術科全体の支援を受けて進めてきた。今後も、美術

科に限らない様々な要素・解決方法を教科プロジェク

トとして集積し、ひとつの教科経営的ノウハウとして

明らかにしてゆきたいと考える。
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